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年 月 日 （ 月 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 1

1 2

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 20 1 2 年 分

分 3 年 2 2 3 年 分

分 3 年 3 3 3 年 分

70 分 3 年 4 4 2 年 分

分 3 年 26 5 3 年 分

分 3 年 6 6 2 年 分

分 1 年 27 7 2 年 分

分 2 年 17 9 3 年 分

78 分 3 年 22 11 3 年 分

分 3 年 11 10 3 年 分

分 2 年 16 18 2 年 60 分

分 3 年 1 12 1 年 分

4 分 3 年 9 15 3 年 分

分 2 年 13 22 1 年 分

分 2 年 15 25 1 年 分

分 3 年 7 16 3 年 分

分 2 年 21 8 3 年 分

22 分 3 年 8 14 3 年 分

分 3 年 10 24 2 年 分 18

分 2 年 29 28 1 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 2

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 10 0 － 1

分 16 1 － 1

分 6 2 － 1

分 6 2 － 2

分 9 2 － 3

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 

平成２６年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会 準決勝 45

日  時 2014 11 3 11 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 80  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 辺見  康裕 会場主任 堀口  泰司 記  録 田村  孝次 近藤  照男 観 衆 700

主  審 平山  浩輔 副審１ 吉村  友弥 副審２ 山下     優 第４の審判員 吉本　忠義

 チーム名

2

前半

3

 チーム名 kick off

関西学院高等部 後半 三田学園高校
延前

選手番号

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置 選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前

久保田 大悟 GK GK 高見  英佑

高崎  睦也 DF DF 山下  浩平

山口  嵩弘 DF DF 中村  圭一 1 1

北野  大進 DF DF 森本  実言

大河内 晃己 DF DF 中村     暉

１＊ 石井  佑樹 MF MF 佐野     成 １＊

川井  涼輔 MF MF 加藤  航平

春口     駿 MF MF 飯尾  恭平 1 １＊

岡田     渉 MF MF 大迫     力 2

1 久我  俊介 FW FW 井上     聡 ４＊ 2

１＊ 藤井  万生 FW FW 吉岡  晟弥

太閤  浩章 GK GK 瀬尾  光宏

佐々木 厚祐 DF DF 藤原  優希

川岸     怜 DF DF 足立     泰

向     芳輝 DF DF 澤田  亘輝

西脇     夏 MF MF 西森  大地

八尾  直紀 MF MF 上村  郁也

松井     詢 MF MF 谷山  義人

並河  斗磨 FW FW 坂井  優太 1

稲田  陸斗 FW FW 菅村  季樹

時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半 前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間 警・退 氏　　名 事 由

3 1 2 シュート 8 6 14 71 警 山下  浩平 反ス

12 11 1 Ｇ Ｋ 5 2 7

1 1 0 Ｃ Ｋ 2 2 4

13 4 9 直接ＦＫ 4 5 9

1 1 0

0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 3 0 3

00 00 0

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

得
 
点
 
経
 
過

4 三田学園 井上 右 ⑦

13 関西学院 藤井 中央

～ → 中央 ⑩ ～ S

⑥ → ⑯ S

58 関西学院 石井 中央 ⑪ ～ × ⑥ ～ S

69 三田学園 佐野 左 CK ⑥ S

76 三田学園 飯尾 左 ⑪ ～ → 中央 ⑨ S

戦評者 所 属 県西宮・西脇北 氏 名 石塚・米本
   両チーム４－４－２システムで試合開始。⑱吉岡⑩井上を起点に力強い攻撃を試みる三田、⑥石井からショートパスを繋ぎながらチャンス

を伺う関学。それぞれの攻撃の特徴を活かした得点により１対１で前半を終える。

   後半に入り、三田は中央にボールを集め、関学DFラインを崩しにかかるがシュートに至らない。両チーム攻めあぐねる中、後半１７分関学

⑪久我の粘り強いドリブルから⑥石井がこぼれ球を拾い関学が逆転する。しかし、三田は慌てずサイドを起点に攻撃を組み立て、CKから得点

し同点とする。ゲームの流れは三田へと傾き、左サイド⑪大迫からのセンタリングを24坂井が機転を利かしスルー、フリーになった右MF⑨

飯尾が落ち着いてトラップしゲームを決める。

   準々決勝同様、高い決定力と粘り強い組織的な守備で全てを出し切った関学に賛辞を送るとともに、球際の強さと破壊力を見せつけた三田

の決勝での活躍に期待したい。

(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部

戦

評

[備 考]


